
《取り組んだ課題》 《活動の成果と評価》

《具体的な取り組み》 《今後の課題》
　ＡＣＰの考え方をもとに、終末期にケ
アマネジャーに何ができるかと、不安を
感じるスタッフがいたので、まずスタッ
フの人生観、死生観を話し合うところか
ら始め、終末期の利用者を支えるにはど
うすればいいか、事例をもとに、勉強会
の中で話し合った。

　知識や経験を深めることと、コミュニ
ケーション力の向上が喫緊の課題であるこ
とが分かった。
　２０４０年問題で、年間１６５万人と死
亡者予想数がピークを迎えるにあたってど
のような最期を迎えたいのか前もって考え
られるように、団塊の世代にとって深刻に
なってくる問題がある。ＡＣＰが市民に広
がることを期待したい。

自部署の役割

特徴等

要支援者、要介護者がいつまでも、住む地域や自宅で安心して生活できる
ように、ご本人やご家族、介護保険のサービス事業所、医療や保健等関係
機関と連携を図る役割を担っている。

報告の概要
終末期に焦点を合わせ、「アドバンス・ケア・プランニング」の考え方を
もとに人生の最終ステージにいる利用者に「ケアマネジャーとしてできる
こと」を事業所内で話し合い、理解を深めたことを報告する。

　医療の現場から、「認知症などで意思
を確認できない場合でも家族や介護ス
タッフの話から、本人がどのような最期
を迎えたいと考えていたのか探る。」と
の声にケアマネジャーとして何かできる
のではないかと、厚労省で啓発している
ＡＣＰ（アドバンス・ケア・プランニン
グ）について理解を深める。

　ケアマネジャーとしての経験を積み、日
ごろのコミュニケーションを大切にしなが
ら、利用者や家族の気持ちに寄り添う支援
を行うことの確認ができた。ＡＣＰを導入
するにはスタッフ全員の同意を得られな
かったが、終末期の利用者を支えるために
前もって、具体的にケアマネジャーができ
ることの確認ができた。
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